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勧

1働

抑

脚
働

◆

其
の

一　

恋
の
詩

私
は
福
岡

の
小
学
校
を
終
え

る
と
、

神
主
で
あ

っ
た
父
の
す

ヽ
め
も
あ

っ
て
、

伊
勢
の
神
督
里
学
館

の
円
を
潜
り
ま
し

た
。

此

の
学
校
は
神
職
炎
成

の
た
め
、

そ
の
子
弟
が
金
田
か
ら
集
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

学
校
生
活
も
馴
れ
た
或
る
日
、

寮
監
で
も
あ
る
漢
学
者
の
折
尾
国
義
先

生
か
ら
、

呼
び
出
し
を
受
け
ま
し
た
。

「亀
井
、

お
前
は
祖
先

に
凄

い
恋

の

討
を
作

っ
た
亀
舛
少

末
と
去
ふ
女
史

が
、

お
ら
れ
た
い
を
知

っ
て
村
る
か
。

」

少
栗
先
生
と
云
ふ
名
は
莉
か
ら
問

い

て
、

お
ぼ
ろ
げ
乍
ら
知

っ
て
い
る
程
度

で
し
た
。

勿
論
そ
の
恋
の
詩
な
ど
知
る

由
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
十
四
、

五
才

の
頃
の
お
は
な
し
。

亀
井
少
栄

（シ
ヨ
ウ
キ
ン
、　

一
七
九

八
十

一
八
■
七
）
作
、

折
尾
先
生
推
挙

の
詩
と
は
、

⌒註
　
　
史
は
真
枚
中
）

此
れ
は
数
少
な

い
五
言
絶
句

の
詩
、

今
日
か
ら
す
る
と
二
高
年
余
も
前
の
詩

で
、

当
時
は

「男
女
七
才
に
し
て
、

席

を
同
じ
う
せ
ず
」

の
儒
教
の
思
想
が
能

り
通
る
時
代
、

か
か
る
詩
が

「よ
く
ぞ

ま
あ
！
」
と
ム
ふ
感
を
強
く
し
ま
す
。

◆

其
の
二
　
納
骨
の
お
は
な
し

「踏
み
分
け
る
麓
の
道
は
多
け
れ
ど

同
じ
高
嶺
の
月
を
見
る
か
な
」

私
の
父
、

百
里
は
昭
和
十
九
年
の
三

月
、

母
、

縫
は
二
十

一
年
二
月
の
他
界

で
す
。

そ
の
頃
、

私
は
ビ
ル
マ
の
戦
場

に

作

り

、

父

母

と

は

生

き
別

れ

で
し
た
。

父
母

の

葬

儀

は
叔

父

の
八
斗

と
弟

、
九

州
生

達

が

い
た

し
ま

し
た
。

両
親

の
納
骨
に
当

っ
て
は
、

亀
井
家

累
代
の
お
来

に
非
る
こ
と
も
慮
ん
ば
か

っ
た
様
で
す
が
、

戦
中
の
申
で
も
あ
り

宗
教
の
違

い
、

神
道
と
佛
教
と
の
こ
と

な
ど
…
…
。

取
り
敢
え
ず
市
の
共
同
墓

地
に
葬

っ
た
様
で
す
。

時
移
り
戦
後
に
な

っ
て
、

お
十
よ
り

納
＝
性
が
出
米
た
の
で
、

ご
仙
先
は
持

様
御

一
緒
に
お
祀
り
し
た

い
と
去
ふ
中

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

却
説
両
親

の
遺
骨
、

共
同
墓
地
か
ら

の
掘
り
起
こ
し
、

移
送
作
業
が
あ
り
ま

し
た
。

水ヽ
年

の
上

に
埋
も
れ

た
遺
骨
は
た

っ
ぷ
り
と
水
分

を
含
ん
で
お
り
ま
し
た
。

お
寺
本
比
ド
而
、

統
リ
ーー

の
下
、

七
輸

に
金
網
を
乗
せ

て
の
屹
燥
作
業
で
し
た
。

そ
こ
で
此
ん
な

一
句
が
…
、

「甘
拾
ふ
箸
に
無
情
が
あ

り
過
ぎ
る
」

さ
て
＝
頭
に
掲
げ
た
歌

（よ
み
び
と

知
ら
ず
）

此
の
世
に
は
い
ろ
い
ろ
な
宗
教
が
あ

り
ま
す
。

各
宗
教
に
と

っ
て
最
後
に
た

ど
り

つ
く
の
は

「同
じ
高
嶺

の
月
」
に

接
す
る
心
境
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「一九

」

◆

事
務
局
か
ら

寄
稿
し
て
い
た

だ

い
た
亀
井
千
秋

氏

（８４
歳
）
は
現

れ
、

使
崎
り
‐
…

那
‐‐１

市

に
住
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

高
接
お
会

い
し
た
事
は
あ
り

ま
せ
ん
が
電
話
で
の
お
声
か
ら
は
切
れ

味
よ
く
簡
潔
で
堅
弊
と
し
た
お
姿
を
想

像
し
ま
す
。

亀
井
南
冥
か
ら
六
代
同
、

千
秋
氏
の
声
は

―！
打
質
先
化

の
お
声
に
似

て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。

ふ
と
そ
う
思

っ
た
時
、

速

い
雲
の
上
の
南
冥
先
生
は

そ
れ
ほ
ど
昔
の
方
で
は
な

い
の
だ
と
改

め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

今
頃
の
季
節
、

能
古
島

へ
渡
る

船

の
中
か
ら
外
を
眺
め
る
と
お
天

気
の
よ
い
日
は
海
の
色
も
明
る
く
、

陽
の
光
を
受
け
て
柔
ら
か
く
輝

い

て
い
ま
す
。

夏
ほ
ど
力
強

い
光
で

は
な
く
冬
ほ
ど
覇
々
し
く
も
な
く

ま
さ
に
”

呑
“
の
海
で
す
。

島

へ
近
づ
く
と
ピ

ン
ク
や
自

の

梅

の
花
が
み
え
て
き
ま
す
。
も
う

す
ぐ
満
関
で
す
。

能
古
島

へ
あ
が

れ
ば
良

い
香
り
も
し
て
き
ま
す
。

も
う
す
ぐ
春
。

気
持
ち
も
だ
ん
だ

ん
軽
や
か
に
な

っ
て
き
ま
す
。

当
博
物
館

の
冬
季
休
館
も
終
り

こ
ち
ら
も
”

春

“
オ
ー
プ

ン
で
す
。

軽
や
か
に
…
と
は
な
か
な
か
い
き

ま
せ
ん
が
島
の
人
々
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
さ
さ
え
ら
れ
職
員

一
同
、

頑
張

っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
来
館
下
さ
い
。
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準グ子ィフリ賞

笠村幸正氏 「砂浜で !」

第6回 能古の同フォトコンクール 入員書

グランプリ賞  五 万円 該 当 者 な し

準グランプリ賞  三 万円  笠 村 幸 正 様  宗 像郡津屋崎町宮司

準グランプリ賞  三 万円  野 村  武 様  福 岡市西区石丸

特 別  賞  二 万円  安 松 顕 子 様  福 岡市南区長住

能 古 島 賞  一 万円  柳 瀬 尚 子 様  福 岡市西区泉

入   選  一 万円  小 )|1 誠 様  福 岡市南区長住

入   選  一 万円  川 上 信 也 様  福 岡市西区愛看南

入   選  一 万円  木 下 良 男 様  筑 紫君開阿 )1肥田塚台

入   選  一 万円  高 鷹 春 一 様  福 岡市早良図」ヽ田部

入   選  一 万円  中 山 隆 史 様  福 岡巾南区井尻

入   選  一 万円  山 口勝 久 様  福 岡市西図」炉

昨年、秋の 「能古の風フォトコンクール」もお陰様で無

事終了することができました。ありがとうこざいます。今

回の応募総数は186点 でした。「能古博物館だより」の

発行が遅くなり入賞者の掲載が遅れてしまいました。お

詫び申し上|ザます。昨年に引続き3月 16国 迄展示を延期

致しました。
一度こ覧いただしヽた方もぜひもう一度往‖覧下さい。

(ホームページ|よ昨年秋より掲載しております)

※本年もたくさんの御応募、お待ち致しております。

第6回 能古の風フオトコンクール
入 賞 者 発 表

準クラン7り賞

ヽ
、
‐

／

「擦

甲嘱

「まもる」 安北版子氏

宙IFI「予F設

舌L」

「J叉 穫到  柳瀬尚子氏
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②
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②
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③
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③
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史
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田

　

注相
⑦

杉
浦

五
郎
⑦

中
野

口田
子
◎

大
谷

英
彦
⑤

野
崎

逸
郎
③

住
本

　

専霞
④

前
田
敏
也
子
○

村
山

士
口
廣
①

住
本

直
之
④

大
島

務即
子
④

問
所
ひ
さ
子
⑤

伊
藤

英
邦
①

鹿
毛

光
子
①

古
賀

朝
生
①

林

　

正
幸
②

井
上

高臼
策
②

田
中

寛
治
②

土
屋
伊
確
雅
①

自
井

京
子
⑦

原

　

礼
子
①

小
堀
百
合
子
①

原

　

康

三
①

原

　

牧
子
①

杉
　
み
ど
り
④

原
　

祐

一
①

山
下

こ帰
久
②

杉
原

正
毅
⑥

大
久
保
　
昇
②

党

　

隆
雄
⑥

福
澤

自白
弘
②

小
嶋

幸
雄
⑤

福
本

孝
行
⑥

樋
口

陽

一
②

片
桐

道督

一⑦

木
下

　

勤
◎

酒
井
カ
ツ
ヨ
⑥

島

　

義
博
⑤

国
上

紀
子
⑥

中
畑

孝
信
③

西
島

道
子
⑬

西
嶋

洋
子
③

村
上

靖
朝
③

獄

村
　

魁
③

木
原

光
男
⑥

庄

野
健

次
⑦

鈴
木
恵
津
子
⑥

冨
永
紗
智
子
①

吉
村

陽
子
⑦

松
本
雄

一
郎
⑦

石
橋

善
弘
⑥

徳
重

　

認
①

岩
淵

謙
治
③

岸
本

雄

二
③

武
田

正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤

雅
文
⑤

西
嶋

克
司
⑥

樺
島

政
信
③

上
杉

和
稔
①

富
日

英
寿
⑥

野
上

折
日
子
①

益
尾

天
獄
⑥

小
山

正
文
①

石
橋

正
治
①

亀
石

正
之
①

藤
田
　
一
枝
④

松
尾

こ月
美
③

蓮
尾

正
博
③

森

　

祐
行
④

吉
安

蓉
子
③

村
上

　

牧
④

小
谷

修

一
④

阿
部

口日
弘
③

結
城

　

進
②

永
石

順
洋
⑥

重
松

史
郎
②

藤
士
ロ
ラヤ
ツ
ヱ
④

亀
井

勝
夫
②

岸
川

　

龍
①

山
本

光
玄
④

吉
開

史
劇
②

田
中

靖
高
①

香
立
る
ヽヽ
ヱ
①

藤
瀬
三
枝
子
③

野
見
山
　
実
③

頃
末

隆
英
②

友
原

静
生
②

森
口

智
子
③

山
本

信
行
①

銀
座
玄
和
堂
診
療
所
〔Ψ

尾
澤

　

健
③

井
上

陽

一
③

寿
美

市畳
熱
②

矢
野

鈴
子
②

藤
崎

和
子
②

宮
崎

正
直
④

原
田

雅
平
②

山
本

　

動
小②

高
根

　

一襄
①

高
根

幸
子
①

柴
田

優
美
①

谷
口

ま妃
江
①

横
田

武
子
①

石
橋

順
子
①

西
原

正
俊
①

松
熊

友
彦
①

小
川

　

誠
③

※
新
規
の
御
加
入
（先
号
以
後
、

平
成
十
六
年
二

月
二
十
五
日
現
在
）を
、

記
載
い
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
、

何
卒
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客
海裾
の

協
賛
会

（個
人
）年
間
１
万
円
（何
日
で
も
可
）

〃
　

（法
人
）年
間
３
万
円
⌒何
口
で
も
可
）

友
の
会

年
間
３
千
円
（何
日
で
も
可
）

（館
の
活
動
、

館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

〔
軸
鍋
餓
唯
然
剥
劇
準
午

施
設
整
備
等
の

〕

納
入
方
法
――
郵
便
振
替
０
１
７
３
０
‐９
‐６
０
９
７
０

財
団
法
人
　
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、

そ
の
都
度
本
誌
に
掲

載
、

以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社

a


